
「平成 26 年度（第 42 回）鳥取県産業安全衛生大会」が開催される 

全国安全週間の取組の一環として、去る７月３日（木）に県中部の「倉吉未来中心大ホール」

において、「平成 26 年度（第 42 回）鳥取県 

産業安全衛生大会」が盛大（参加者約 400 名） 

に開催されました。 

 

第１部の式典では、主催者を代表して竹中 

由紀夫鳥取県労働基準協会長が「この大会を 

契機に、安全衛生の慣れや過信を一掃し、労 

使一体となった日々の安全衛生活動を推進す 

ることにより、労働災害の撲滅に一層取り組 

まれることを期待する」と挨拶され、来賓の 

平井伸治鳥取県知事（代理）から祝辞があり 

ました。 

 

続いて、河野純伴鳥取労働局長から「本日を契機に、今一度、日頃の安全活動の再点検と着実

な実行に努めていただき、労働災害の着実な減少と安全・安心な職場づくりが進展するよう祈念

します」と祝辞の中で、大会参加者に呼び掛けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、各労働災害 

防止団体等から安全衛 

生や無事故永年勤続者 

の方々に対する表彰式 

が行われ、また、厚生 

労働省関係表彰披露が 

なされました。 

 

 

特別講演：鈴木浩平先生 

来賓出席した河野局長、丸山裕毅鳥取署長、神田哲郎米子署長、平井美敏倉吉署長、北代昌巳労働基準部長、木村靖健康安全課長 

祝辞を述べる河野局長 

安全衛生関係各表彰式 厚生労働省関係表彰披露 

主催者代表の挨拶をする竹中会長 



第２部の講演に移り、県内企業の活動事例発表において、境港海陸運送㈱総務部の森啓蔵課長

が「受動喫煙防止対策の取組について」を、大同端子製造㈱改善推進室の西田幸司室長が「安全

衛生への取組事例紹介～あんぜんプロジェクトへの参加～」をそれぞれ説明されました。 

   

特別講演では、労働安全･衛生コンサルタントの金原清之氏が「『ニュー５Ｓ』を職場に！～労

働災害の防止を５つのＳ(Skill、Speed、Science、Spirit、Safety)の視点から考える。～」と 

題して、新しい視点からの労働災害の 

防止を考える講演を行いました。 

 

            第２部の最後、鳥取県労働基準協会 

中部支部の森安孝文安全管理部会長 

が「大会宣言」を読み上げ、参加者全 

員で労働災害防止を誓いました。 

 

            本大会の最後に、第３部の「お楽し 

み抽選会」で会場が盛り上がって閉会 

しました。 

                                                以 上 

特別講演をする金原清之先生 

事例発表をする境港海陸運送㈱の森課長 事例発表をする大同端子製造㈱の西田室長 


